
フ
ラ
ン
ス
人
士
官
ル
イ
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
は
、
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）

か
ら
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
年
）
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
第
二
次
軍
事
顧
問
団
の
一
員

と
し
て
日
本
に
滞
在
し
、
様
々
な
資
料
を
フ
ラ
ン
ス
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
資
料
は
そ
の
大
部
分
が
、
彼
の
孫
ピ
エ
ー
ル
の
寄
託
に
よ
っ
て
、
私
の
勤
務
す
る

コ
レ
ー
ジ
ュ･

ド･
フ
ラ
ン
ス
日
本
学
高
等
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇

〇
年
に
は
横
浜
開
港
資
料
館
で
、
こ
の
資
料
の
中
か
ら
特
に
写
真
に
焦
点
を
当
て
た

展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
し1
、
そ
れ
と
前
後
し
て
日
本
語
で
も
単
行
本
を
含
め
た

い
く
つ
か
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た2
。 

本
日
は
、
こ
の
ク
レ
ッ
ト
マ
ン･

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
中
で
、

今
ま
で
ご
く
部
分
的
に
し
か
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
地
図
類
と
分
類
さ
れ
て
い
る

も
の
を
紹
介
ま
す
。
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
は
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
最
先
端
の
科
学
技
術
教
育

が
行
わ
れ
て
い
た
エ
リ
ー
ト
校
の
一
つ
、
エ
コ
ー
ル･

ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
卒
業
し

た
ば
か
り
の
軍
事
技
術
者
で
後
に
そ
の
校
長
に
な
り
ま
す
。
士
官
学
校
で
も
地
図
作

                                        

   

 
1

同
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
は
、
展
示
物
の
リ
ス
ト
以
外
に
は
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
展
示
さ
れ
た
写
真
と
そ

の
解
説
を
も
と
に
、
い
く
つ
か
の
研
究
論
文
を
加
え
た
日
仏
二
ヶ
国
語
に
よ
る
、
『
フ
ラ
ン
ス
士
官
が
見
た
近
代
日
本

の
あ
け
ぼ
の 

』 

ニ
コ
ラ.

フ
ィ
エ
ヴ
ェ, 

松
崎
碩
子 

編
（
東
京 : 

ア
イ
ア
ー
ル
デ
ィ
ー
企
画, 2

0
0
5

）
が
出
版
さ
れ
た
。

編
者
の
一
人
、
松
崎
氏
はE

A
J
R

S
 

の
年
次
会
議
に
お
い
て
四
度
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
写
真
、
ク
レ

ッ
ト
マ
ン
が
残
し
た
日
記
・
手
紙
、
さ
ら
に
は
「
獻
英
楼
畫
叢
」
（
け
ん
え
い
ろ
う 

が
そ
う
）
と
呼
ば
れ
る
四
冊
の
貼

交
帖
を
紹
介
し
て
い
る
。
私
自
身
も
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
が
残
し
た
講
義
原
稿
、
そ
こ
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
日
本
語
教
科
書

を
同
じ
くE

A
J
R

S

の
二
〇
一
〇
年
の
会
議
で
紹
介
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
らE

A
J
R

S

に
お
け
る
発
表
は
、
そ

の
サ
イ
ト
か
ら
は
、
高
々
要
約
し
か
閲
覧
で
き
な
い
。 

ク
レ
ッ
ト
マ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
獻
英
楼
畫
叢
」
に
つ
い
て
は
、
西
野
春
雄
「
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
寄

託
『
獻
英
楼
畫
叢
』
稿
」
『
国
際
日
本
学
』
第
３
号
（
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー, 2

0
0

5

）
、
長
崎
巌

「
新
発
見
資
料
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
「
献
英
褸
畫
叢
」
に
関
す
る
調
査
報
告
」
『
能
楽
研
究: 

能
楽
研
究
所
紀
要
』 

3
0
(2

0
0
5
, (

法
政
大
学
能
楽
研
究
所)

を
参
照
。
こ
れ
ら
は
、
能
、
な
ら
び
に
そ
の
装
飾
に
関
す
る
専
門
家
に
よ
る
紹
介

だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
が
、
こ
の
四
冊
中
の
怪
奇
物
を
扱
っ
た
一
冊
だ
け
を
特
に
翻
刻･

翻
訳
・
解
説
し
た
以
下

の
研
究
書
が
、
多
く
の
図
版
を
交
え
て
、
二
〇
一
三
年
秋
に
刊
行
さ
れ
る
。M

o
n
s
tre

s
 e

t p
ro

d
ig

e
s
 d

a
n
s
 le

 J
a

p
o
n

 

d
’E

d
o
 : tra

d
c
u
tio

n
 e

t c
o

m
m

e
n
tra

ire
s
 d

e
 l’a

lb
u
m

 T
a
y
a
s
u
 8

4
, A

la
in

 B
R

IO
T

 (In
s
titu

t d
e
s
 h

a
u
te

s
 é

tu
d
e
s
 

ja
p

o
n
a

is
e
s
, P

a
ris

, 2
0
1
3
). 

2

『
若
き
祖
父
と
老
い
た
孫
の
物
語 : 

東
京
・
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
・
マ
ル
セ
イ
ユ
』 

辻
由
美(

新
評
論, 2

0
0
2
)

は
、
孫
ピ

エ
ー
ル
に
よ
る
資
料
発
見
と
そ
の
後
も
活
写
し
た
エ
ッ
セ
イ
だ
が
、
著
者
独
自
の
資
料
発
見
に
も
と
づ
く
、
有
益
な
情

報
も
提
供
し
て
く
れ
る
。
孫
ピ
エ
ー
ル
は
、
ル
イ
の
日
記
・
手
紙
を
翻
刻
し
て
、
以
下
の
自
家
出
版
を
行
っ
た
。D

e
u
x
 

a
n
s
 a

u
 J

a
p
o
n

 1
8

7
6

-1
8

7
8
  (t. 1

,  c
a
rn

e
ts

 d
e
 ro

u
te

; a
n

n
e

x
e
s
. t.2

 e
x
tra

its
 d

e
s
 c

a
rn

e
ts

 d
e
 ro

u
te

 e
t d

e
s
 

le
ttre

s
), P

ie
rre

 K
re

itm
a
n
n
 (M

a
rs

e
ille

 1
9

9
5

-1
9

9
6
).

そ
の
抄
訳
と
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
関
係
資
料
の
簡
単
な
紹
介
が
、

清
水
智
子
「
在
マ
ル
セ
イ
ユ
日
本
関
係
資
料
調
査
報
告 

― 

ル
イ
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
『
二
年
間
の
日
本
滞
在 

一
八
七

六-

一
八
七
八
』
を
中
心
に
―
」
、
『
横
浜
開
港
資
料
館
紀
要
』
第
十
七
号
、
一
九
九
九
年
に
あ
る
。 



成
や
測
量
術
に
関
す
る
・
演
習
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
地
図
の
専
門

家
と
で
も
い
え
る
彼
の
地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

寄
託
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
目
録
の
中
で
地
図
類
と
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の

は
全
部
で
二
十
七
点
（
重
複
を
数
え
て
三
十
部
）
で
す
。
、
今
回
は
そ
こ
か
ら
い
く

つ
か
選
択
し
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
二
十
七
点
の
中
に
は
、
英
文
観
光
ガ
イ
ド
四
点

( [1
], [2

], [3
, [4

])  3

、
当
時
の
日
本
の
地
理
学
の
教
科
書
や
地
図
帳
が
三
点 

( [5
], [6

], 

[7
])

、
が
含
ま
れ
ま
す
。 

最
初
の
二
つ( [1

], 
[2

])

は
、
冊
子
自
体
に
は
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

お
雇
い
外
国
人
で
、
欧
米
に
お
け
る
初
期
日
本
研
究
者
の
ひ
と
り
と
に
数
え
れ
る
ア

メ
リ
カ
人
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
書
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
初
版
が
一
八
七
五

年
の
日
光
ガ
イ
ド
は
内
部
に
サ
ト
ウ
の
名
が
記
さ
れ
て
、
彼
は
こ
れ
を
元
に
し
て
、

そ
の
後
版
を
重
ね
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
あ
と
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
有
名
な
日
本
旅
行

ガ
イ
ド
を
一
八
八
一
年
に
出
版
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
ガ
イ
ド
四
点
の
内

三
点
が
一
八
七
四
年
、
の
こ
り
一
点
が
一
八
七
五
年
に
初
版
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

一
八
五
八
年
に
結
ば
れ
た
欧
米
諸
国
と
の
修
好
通
商
条
約
で
は
、
各
国
籍
の

欧
米
人
は
、
居
留
地
か
ら
十
里
以
内
と
さ
れ
て
い
た
遊
歩
区
域
を
越
え
て
旅
行
す
る

こ
と
が
、
原
則
と
し
て
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
す
、
よ
く
知

ら
れ
た
地
図
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
て
み
ま
す
。
十
里
、
お

よ
そ
４
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
の
は
目
安
で
、
各
港
に
対
し
て
遊
歩
区
域
が
決
め

ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
横
浜
の
場
合
は
、
ご
覧
の
よ
う
に
、
多
摩
川
を
越
え
て
江

戸
・
東
京
方
面
に
行
く
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
状
態
が
、
一
八
七
四

年
に
「
内
地
旅
行
規
則
」
が
規
定
さ
れ
こ
と
で
変
わ
り
ま
す
。
一
定
の
条
件
付
で
多

少
自
由
に
旅
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。 

                                        

   

 
3 

上
記In

v
e

n
to

ry
 

の
番
号 

。
以
下
、
同
様
の
書
式
で
引
用
す
る
。 



旅
行
ガ
イ
ド
の
出
版
は
、
一
定
数
の
旅
行
者
の
存
在
を
前
提
に
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
さ
ら
に
商
業
的
移
動
手
段
の
普
及
、
こ
こ
で
は
蒸
気
船
の
海
外
定
期
航

路
の
発
展
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
発
展
を
簡
単
に
表
に
し
た
も
の
み
て
い
た

だ
き
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
よ
り
十
年
以
上
ま
え
に
上
海
ま
で
定
期
航
路

を
延
ば
し
て
い
ま
す
。
一
八
六
七
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
横
浜
・
香
港
の
定
期

航
路
が
開
通
し
た
こ
と
で
、
定
期
航
路
に
よ
る
世
界
一
周
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ

の
年
に
出
版
さ
れ
た
欧
文
観
光
ガ
イ
ド
で
、
中
国
と
合
わ
せ
て
で
す
が
、
日
本
に
最

初
に
触
れ
た
の
が
、D

e
n

n
y
 , N

. B
 

他
に
よ
る
、T

h
e

 tre
a
ty

 p
o

rts
 o

f C
h

in
a

 a
n
d

 

J
a

p
a

n
 :  A

 c
o

m
p

le
te

 g
u

id
e
 to

 th
e

 o
p

e
n
 p

o
rts

 o
f th

o
s
e

 c
o

u
n

trie
s
, to

g
e

th
e

r 

w
ith

 P
e
k
in

g
, Y

e
d

o
, H

o
n

g
k
o

n
g
 a

n
d
 M

a
c
a

o
. F

o
rm

in
g
 a

 g
u

id
e

 b
o

o
k
 &

 v
a

d
e
 

m
e

c
u

m
 fo

r tra
v
e

lle
rs

, m
e

rc
h

a
n

ts
, a

n
d

 re
s
id

e
n
ts

 in
 g

e
n

e
ra

l (1
8

6
7

, 

L
o

n
d

o
n

, H
o

n
g

 K
o

n
g

) 

で
す
。 

中
国
に
お
け
る
開
港
の
数
は
日
本
の
比
で
あ
り
ま
せ
ん
し
、
旅
行
許
可
条
件4

も
日
本
ほ
ど
厳
し
く
な
い
の
で
、
こ
の
ガ
イ
ド
の
本
文
の
大
部
分
は
中
国
に
関
す
る

も
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
タ
イ
ト
ル
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
はT

re
a

ty
 P

o
rts

 

条
約
港
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
北
京
や
江
戸
が
続
き
ま
す
。
内
陸
ま
で
行
く
時
間
の
な

い
旅
行
者
は
条
約
港
周
辺
だ
け
を
訪
れ
、
次
の
港
に
向
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

先
に
見
た
グ
リ
フ
ィ
ス
の
ガ
イ
ド
で
、
旅
行
規
制
の
条
件
が
緩
和
さ
れ
た
後
も
、
横

浜
の
ガ
イ
ド
の
方
が
東
京
の
ガ
イ
ド
よ
り
も
厚
い
こ
と
に
も
納
得
が
い
き
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
一
八
六
七
年
の
ガ
イ
ド
の
最
後
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
二
つ
の

商
船
会
社, 

イ
ギ
リ
ス
のP

&
O

 

と
フ
ラ
ン
ス
のM

e
s
s
a

a
g

e
rie

s
 Im

p
é

ria
le

s
 (

後
の

M
e

s
s
a

g
e

rie
s
 m

a
ritim

e
s
 ) 

の
船
の
運
航
に
関
し
て
、
そ
の
日
付
、
旅
行
日
数
、
船

名
な
ど
具
体
的
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
い
も
の
で
す
。 

                                        

   

 
4 

イ
ギ
リ
ス
と
結
ば
れ
た
南
京
条
約
（1

9
4
2

）
で
上
海
を
初
め
と
す
る
五
港
が
開
か
れ
る
。
天
津
条
約(1

9
5

8
)

で
は
さ

ら
に
十
港
が
開
か
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
の
同
条
約
第
九
条
は
、
旅
券
発
行
は
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
が
担
当
し
、
距
離
が
百

里
、
期
間
が
三
十
五
日
を
超
え
な
け
れ
ば
、
旅
券
は
不
必
要
と
定
め
て
い
る
。  



そ
の
後
の
発
展
で
重
要
な
の
は
、
一
八
六
九
年
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
鉄
道

の
開
通
と
そ
れ
に
続
く
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
っ
た
定
期
航
路
の

発
展
を
追
う
様
に
、
電
信
網
が
世
界
的
に
発
展
し
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
電
信
網

は
最
初
は
民
間
に
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
長
崎
が
東
京
に
先
立
っ
て
、

明
治
四
年
に
上
海
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク5

に
結
ば
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
発
展
を
受

け
て
、
一
八
七
一
年
に
は
、T

h
o

m
a
s
 C

o
o
k
 

社
が
世
界
一
周
旅
行
を
商
品
と
し
て

企
画
し
、
一
説
で
は
そ
れ
が
一
つ
の
刺
激
に
な
っ
た
言
わ
れ
る
有
名
なJ

u
le

s
 

V
e
rn

e
 

の
『
八
十
日
間
世
界
一
周
旅
行
』
の
雑
誌
掲
載
が
、
二
ヵ
月
後
に
始
ま
り
ま

す
。 

我
ら
が
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
も
、
こ
う
い
っ
た
時
代
背
景
の
中
で
日
本
に
到
着
し

ま
す
。
一
八
七
四
年
の
旅
行
条
件
緩
和
の
後
も
、
一
種
の
旅
券
を
も
ら
っ
て
休
暇
中

の
旅
行
を
楽
し
み
ま
す
。
あ
る
い
は
、
許
可
が
な
け
れ
ば
こ
れ
よ
り
先
は
外
国
人
は

立
ち
入
り
禁
止
と
い
っ
た
立
ち
札
に
出
会
っ
て
い
ま
す6

。
ま
た
、
同
僚
が
ど
の
国
を

観
光
し
な
が
ら
に
日
本
に
着
い
た
か
、
一
時
休
暇
や
フ
ラ
ン
ス
へ
の
帰
国
で
ど
い
う

っ
た
国
を
経
由
す
る
の
か
、
日
記
や
手
紙
で
盛
ん
に
話
題
に
な
り
ま
す
。
彼
自
身
ア

メ
リ
カ
経
由
で
帰
り
ま
す
が
、
そ
の
旅
行
費
用
を
出
す
た
め
に
、
節
約
・
貯
金
し
て

い
る
様
子
が
日
記
・
手
紙
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。 

 

で
は
、
地
図
の
内
容
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
二
十
点
の
地
図
の
内
、
軍
事
関

係
と
分
類
で
き
る
も
の
が
五
種
あ
り
ま
す
。
こ
の
五
点
を
除
い
た
十
五
点
は
、
当
時

普
通
に
流
通
し
て
い
て
、
簡
単
に
入
手
で
き
た
と
思
わ
れ
る
日
本
製
の
地
図
で
す
。

                                        

   

 
5 

上
海
と
は
八
月
一
日
（
旧
暦
六
月
十
五
日
）
に
開
通
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
は
そ
れ
に
続
く
。
い
ず
れ
も
、
デ
ン
マ

ー
ク
の
大
北
電
信
会
社T

h
e
 G

re
a
t N

o
rth

e
rn

 T
e

le
g
ra

p
h

 C
o

m
p
a
n

y

に
よ
る
。 

6

こ
の
時
期
の
外
国
人
の
日
本
の
旅
行
条
件
に
関
し
て
、
さ
ら
に
詳
し
い
こ
と
は
、
『
世
界
漫
遊
家
た
ち
の
ニ
ッ
ポ

ン : 

日
記
と
旅
行
記
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
（
横
浜
開
港
資
料
館
、1

9
9

6

）
を
参
照
。
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧
会
の
カ

タ
ロ
グ
で
、
当
時
発
行
さ
れ
た
旅
券
の
写
真
な
ど
、
興
味
ぶ
か
い
資
料
も
見
ら
れ
る
。 



そ
れ
を
、
地
域
別
に
分
類
す
る
と
、
東
京
・
関
東
が
六
点
、
京
都
・
大
阪
が
六
点
、

そ
し
て
日
本
全
体
を
入
れ
た
地
図
が
三
点
で
す
。 

ま
ず
最
初
に
お
見
せ
す
る
の
は
、
こ
の
東
京
近
郊
の
地
図
に
数
え
ま
し
た
が
、

必
ず
し
も
地
図
と
は
呼
べ
な
い
も
の
で
、
『
内
国
勧
業
博
覧
会
場
一
覧
道
案
内
』[8

]

で
す
。
明
治
初
期
の
内
国
勧
業
博
覧
会
さ
ら
に
は
日
本
が
参
加
し
始
め
る
万
国
博
覧

会
に
関
し
て
は
、
国
会
図
書
館
の
サ
イ
ト
上
に
豊
富
な
資
料
・
画
像
を
引
用
し
た
日

英
二
ヶ
国
語
版
の
電
子
展
示
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
背
景
な
ど
は
そ
ち
ら
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
案
内
図
は
、
内
国
勧
業
博
覧
会
と
銘
打
た
れ
て
行
わ
れ
る
最
初

の
も
の
、
明
治
十
年
、
八
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ク
レ

ッ
ト
マ
ン
は
そ
の
日
記
や
手
紙
で
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
見
学
に
出
か
け
て
お
り
、

そ
の
際
こ
の
案
内
図
を
購
入
し
た
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
明
治
天
皇
が
臨
席
し
た
閉
会

式
に
も
参
列
し
て
お
り
、
不
忍
池
の
上
に
飾
れ
た
提
灯
を
描
写
し
て
い
ま
す
。
先
に

触
れ
た
グ
リ
フ
ィ
ス
の
東
京
ガ
イ
ド
は
一
八
七
四
年
発
行
で
す
か
ら
三
年
前
の
発
行

で
す
が
、H

a
k
u

ra
n

k
a

i 
 (G

e
n

e
ra

l E
x
h

ib
itio

n
) 

と
称
し
て
、 

そ
の
当
時
か
ら
す
で
に
あ

っ
た
一
種
の
物
産
会
を
東
京
の
名
所
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す([2

], p
. 2

9
)

。 

次
は
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
が
自
分
や
同
僚
・
友
人
の
家
や
仕
事
場
な
ど
を
記
入

し
た
東
京
の
地
図
で
す[9

]

。
書
き
込
み
が
異
な
る
、
同
じ
地
図
が
二
部
あ
り
ま
す
。

次
は
、
彼
が
住
ん
で
い
た
家
を
含
む
、
住
宅
図
と
で
も
い
え
る
小
さ
な
地
図
で
す

[1
0

]

。
一
見
面
白
み
な
の
な
い
地
図
で
す
が
正
確
な
も
の
で
、
山
県
有
朋
の
家
、
英

国
公
使
館
、
招
魂
社
な
ど
が
簡
単
に
確
認
で
き
ま
す
。
郵
便
配
達
夫
に
よ
っ
て
利
用

さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

関
東
地
方
を
扱
っ
た
残
り
三
点
は
、
伝
統
的
な
絵
図
で
、
そ
の
ひ
と
つ
は
日

光
の
案
内
図[1

1
]

、
残
り
は
関
東
全
域
を
扱
っ
た
道
中
図
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図

書
館(

以
下B

n
F

)

は
類
似
の
日
光
案
内
図
を
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
サ
イ
ト
か
ら
閲

覧
で
き
ま
す
。
道
中
図
と
言
う
の
は
、
名
所
・
名
産
、
さ
ら
に
は
宿
場
間
の
距
離
を



詳
細
に
記
し
た
旅
行
ガ
イ
ド
兼
地
図
で
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ[1

3
]

を
ご
ら
ん
い
た
だ

き
ま
す
。
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
が
、
地
名
を
書
き
込
ん
で
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
距
離

に
関
し
て
丁
（
町
）
、
す
な
わ
ち
百
メ
ー
ト
ル
強
を
最
小
単
位
と
し
た
か
な
り
精
密

な
も
の
で
す
。
東
京･

皇
居
と
い
う
文
字
や
凡
例
に
あ
る
旧
の
字
が
太
く
な
っ
て
い

る
の
は
、
こ
れ
が
後
か
ら
加
え
れ
た
文
字
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
の
地

図
を
明
治
に
な
っ
て
か
ら
、
最
低
限
の
修
正
を
加
え
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。 

関
西
地
方
の
地
図
六
点
も
、
関
東
地
方
の
地
図
の
よ
う
に
、
京
都
や
大
阪
を

扱
っ
た
都
市
図
と
も
っ
と
広
域
を
扱
っ
た
道
中
図
に
分
類
で
き
ま
す
。
一
例
と
し
て

堺
事
件
に
言
及
し
た
鉛
筆
で
の
書
き
込
み7

の
あ
る
和
泉
と
河
内
の
二
国
を
描
い
た
絵

図
を
見
ま
し
ょ
う[1

4
]

。 

関
西
地
方
の
最
後
を
飾
る
の
は
、
地
図
と
は
呼
び
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
五
雲
亭
（
歌
川
）
貞
秀
（1

8
0
7
-1

8
7
9
?

）
作
の
『
京
都
一
覧
図
画
』[1

5
]

で
す
。

今
回
の
会
議
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
表
紙
に
使
用
し
た
も
の
で
す
。
作
者
の
本
名
は
橋
本

謙
（
次
郎
）
、
玉
蘭
斎
の
号
名
を
使
う
こ
と
も
あ
り
、
地
理
学
者
と
し
て
も
横
浜
浮

世
絵
画
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
人
で
、B

n
F

のG
a

llic
a

か
ら
は
、
彼
が
描
い

た
有
名
な
横
浜
港
の
絵
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
版
が
一
八
六
四
年
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
こ
の
絵
も
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
絵
で
、
ご
覧
の
よ
う
に

二
千
年
に
神
戸
市
立
博
物
館
で
『
絵
図
と
風
景 

￤
絵
の
よ
う
な
地
図 x

地
図
の
よ
う

な
絵
』
と
い
う
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
に
も
、
そ
の
カ
タ
ロ
グ8

の
表
紙
に
使
わ

れ
た
も
の
で
す
。
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
が
興
味
を
引
か
れ
て
持
ち
帰
っ
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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神
戶
市
立
博
物
館, 2

0
0
0

。 



最
近
の
貞
秀
の
研
究
で
刺
激
的
な
の
は
、
表
紙
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る 

論
文
集
『
地
図
と
絵
図
の
政
治
学
』
の
中
の

S
m

ith
 

論
文
で
す
。
こ
の
論
文
の
中
で
、

S
m

ith

は
一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
が
専
門
の
美
術
史
家A

lp
e

rs
 

の
研
究
、T

h
e

 

A
rt  o

f D
e
s
c
rib

in
g
 9

の
第
四
章
、T

h
e

 M
a
p

p
in

g
 im

p
u

ls
e
 in

 D
u

tc
h
 A

rt

を
参
照

し
ま
す
。A

lp
e

rs
 

は
、
一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
風
景
画
に
、
一
視
点
か
ら
見
た
こ
と

を
想
定
す
る
遠
近
法
と
は
異
な
る
画
法
を
見
出
し
、
鳥
の
視
点
を
想
定
す
る
鳥
瞰 

(b
ird

’s
  e

y
e
 v

ie
w

) 

と
い
う
用
語
は
、
そ
の
種
の
絵
を
形
容
す
る
の
に
適
し
て
い
な

い
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、S

m
ith

 

は
、
日
本
の
一
連
の
一
覧
図
も
こ
う

い
っ
た
特
定
の
観
測
者
の
い
な
い
、
地
図
に
近
い
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
風
景
画

（A
lp

e
rs

 

はm
a

p
p
e
d

 la
n

d
s
c
a

p
e

と
い
う
言
い
方
を
提
唱
し
て
い
ま
す
）
に
近
い

の
で
は
な
い
か
と
言
い
ま
す
。 

参
照
さ
れ
て
い
るA

lp
e

rs
 

の
著
作
の
第
四
章
は
、
そ
の
題
が
示
す
よ
う
に
十

七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
地
図
と
絵
画
の
密
接
な
関
係
を
、
丁
寧
に
検
証
し
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
地
図
を
作
る
た
め
に
旅
行
す
る
測
量
士(s

u
rv

e
y
o

r) 

と
、
旅
行

し
な
が
ら
都
市･

風
景
を
描
く
画
家
を
比
較
し
ま
す
。
な
る
ほ
ど
、
前
者
は
計
量
を

行
い
ま
す
が
、
画
家
同
様
に
目
安
に
な
る
建
物
、
自
然
の
地
形
も
観
察
し
そ
の
位
置

を
記
し
ま
す
。
後
者
は
、
な
る
ほ
ど
計
量
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
正
確
に
風
景
を
描
こ

う
と
し
ま
す
。
ま
た
一
般
に
こ
の
時
期
の
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
、
「
描
く
こ
と
」(

ギ

リ
シ
ア
語
のg

ra
p

h
o
)

と
い
う
こ
と
を
通
じ
て
、
地
図
製
作
者
と
画
家
が
一
連
の
技

術
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
、
実
際
に
こ
の
二
つ
の
分
野
で
仕
事
を
し
て
い
た
作
者
の

例
を
あ
げ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
数
学
者
・
地
理
学
者
で
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
普
及
す

る
作
図
道
具
も
作
成
し
、
よ
く
知
ら
れ
た
地
図
画
法
に
名
を
残
す
メ
ル
カ
ト
ー
ル

                                        

   

 
9 

邦
訳
『
描
写
の
芸
術 

― 

十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
』
（
あ
り
な
書
房
、
一
九
九
三
年
）
。
そ
の
他
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

ド
イ
ツ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
に
も
訳
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
書
の
呼
ん
だ
反
響
を
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 



(G
e

rh
a

rd
u
s
 M

e
rc

a
to

r, 1
5

1
2
-1

5
9

4
)

は
、
地
図
の
作
成
法
を
述
べ
た
著
書
の
中
で

ペ
ン
の
持
ち
方
を
図
入
り
で
説
明
し
ま
す
。 

社
会･
経
済
的
な
背
景
ま
で
考
察
し
な
が
ら
自
分
の
テ
ー
ゼ
を
展
開
す
る

A
lp

e
rs

 

の
議
論
が
ど
こ
ま
で
、
江
戸
時
代
末
期
の
「
地
図
の
よ
う
な
絵
」
・
「
絵
の

よ
う
な
地
図
」
を
描
い
た
画
家1

0

に
当
て
は
ま
る
か
は
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

地
図
と
絵
画
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
彼
女
の
議
論
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
遠
近
法
の
「
欠
如
」
、
そ
の
「
不
完
全
な
」
適
用
と
形
容
さ
れ
が
ち
な

江
戸
時
代
の
風
景
画
を
、
そ
う
い
っ
た
否
定
的
な
形
容
で
は
な
く
、
肯
定
的
に
と
ら

え
る
た
め
の
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
貞
秀
が
単
に
、
地
図
の
よ
う
な
絵
図
だ
け
で
は
な
く
、

立
体
性
の
な
い
多
く
の
地
図
を
書
い
た
浮
世
絵
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
そ

し
て
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
が
持
ち
帰
っ
た
『
京
都
一
覧
図
画
』
で
す
が
、
左
端
の
山
腹

に
枠
を
作
っ
て
、
正
面
の
一
覧
に
は
入
ら
な
い
風
景
を
部
分
的
に
入
れ
る
と
い
う
手

法
は
、
地
図
の
経
度
・
緯
度
か
ら
は
み
出
る
も
の
（
例
え
ば
離
島
）
や
縮
尺
の
異
な

る
部
分
図
（
た
と
え
ば
都
市
図
）
を
、
差
し
さ
わ
り
の
な
い
と
こ
ろ
（
た
と
え
ば

海
）
の
と
こ
ろ
に
加
え
る
と
い
う
、
地
図
で
は
お
な
じ
み
の
手
法
を
思
い
起
こ
さ
せ

ま
す
。 S

m
ith

 

が
そ
の
政
治
性
を
分
析
す
る
の
は
、
一
八
六
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
大

日
本
海
陸
名
所
図
会
」
で
す
。
早
稲
田
大
学
の
古
典
籍
の
ポ
ー
タ
ル
で
見
る
こ
と
の

で
き
る
、
こ
の
絵
図
の
（
た
と
え
ば
、
下
関
海
峡
の
一
覧
を
選
ん
で
大
日
本
と
題
す

る
と
い
っ
た
）
特
異
性
と
そ
の
分
析
は
、S

m
ith

 

の
論
文
に
譲
り
ま
す 

ご
覧
の
よ
う
に
、
日
米
の
研
究
者
に
よ
る
共
同
出
版
の
書
籍
を
、
写
真
ま
で

載
せ
て
わ
ざ
わ
ざ
紹
介
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
そ
の
表
紙
に
も
、
貞
秀
の
絵
が
使

                                        

   

 
1
0 

北
斎
の
『
略
画
早
指
南
』
前
編
（
文
化9

 =
 1

8
1

2

）
が
、
コ
ン
パ
ス
と
定
規
を
使
っ
た
画
法
を
説
明
し
て
い
る
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
る
。
北
斎
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
画
法
書
を
読
ん
で
こ
う
い
っ
た
作
図
法
を
紹
介
し
た
森
島
中
良
の
『
紅
毛

雑
話
』(1

7
8
7
)

に
影
響
さ
れ
て
い
る
。 



わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
同
書
の
収
め
ら
れ
た
九
論
文
の
内
、
貞
秀
を
扱
っ
た
も
の

はS
m

ith
 

の
一
論
文
だ
け
で
あ
り
、
な
お
か
つ
そ
の
論
文
中
に
は
こ
の
絵
に
対
す
る

言
及
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。
表
紙
に
使
わ
れ
た
絵
、
『
横
浜
道
中
見
物
双

六
』
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
双
六
で
す
が
、
少
し
面
白
い
仕
掛
け
の
あ
る
絵
で
、

S
m

ith
 

は
表
紙
裏
の
解
説
小
文
で
、
そ
の
背
景
に
あ
る
も
の
を 

貞
秀
の
遊
び
心
、

「
画
遊
」
の
精
神
と
読
ん
で
い
ま
す
。 

も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
研
究
書
を
重
要
視
す
る
理
由
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う

に
、S

m
ith

 

論
文
以
外
に
も
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
の
持
ち
帰
っ
た
地
図
に
関
連
し
た
論
文

を
二
つ
掲
載
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
ひ
と
つ
、
馬
場
章
氏
の
論
文
に
触
れ
る
た

め
、
日
本
全
土
を
扱
っ
た
地
図
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
三
点
と
も
興
味
深
い
も
の
で

す
が
、
今
日
は
、
最
後
の
『
増
訂
大
日
本
国
郡
輿
地
路
程
全
図
』[2

3
]

に
焦
点
を
絞

り
ま
す
。
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
が
持
ち
帰
っ
た
も
の
は
、
明
治
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
、
ご
覧
の
よ
う
に
北
海
道
と
国
後
、
択
捉
、
サ
ハ
リ
ン
が
異
な
る
縮
尺
で
付
け
加

え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
す
ぐ
分
か
り
ま
す
し
、
地
図
内
部
に
も
そ
の
こ
と
に
対
す
る

但
書
き
が
あ
り
ま
す
。 

詳
細
は
馬
場
章
氏
の
論
文
に
譲
り
ま
す
が
、
こ
の
地
図
の
初
版
・
原
版
は
、

一
七
七
九
年
（
安
永
八
年
）
刊
行
の
、
長
久
保
赤
水
と
い
う
学
者
に
よ
る
『
改
正
日

本
輿
地
路
程
全
図
』
、
し
ば
し
ば
「
赤
水
図
」
と
よ
ば
れ
る
当
時
非
常
に
普
及
し
た

地
図
で
す
。
こ
れ
を
基
に
し
て
、
多
く
の
改
訂
版
、
海
賊
版
、
模
倣
版
が
一
世
紀
以

上
に
渡
っ
て
出
版
さ
れ
た
て
お
り
、
赤
水
の
名
は
ク
レ
ト
ッ
マ
ン
の
持
っ
て
き
た
地

図
内
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
や
遅
れ
て
作
成
さ
れ
る
伊
能
忠
敬
の
地
図
は
、
だ

れ
で
も
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
「
忠
敬
図
」
は
な
る
ほ
ど
よ
り
正
確

で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
幕
府
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
、
そ
の
成
果
は
長
い
間
一
般

に
は
普
及
せ
ず
、
明
治
に
入
っ
て
も
ま
ず
は
軍
部
の
手
に
渡
り
ま
す
。
そ
れ
と
対
照



的
に
、
「
赤
水
図
」
は
十
八
世
紀
末
か
ら
広
く
普
及
し
、
民
衆
の
好
奇
心
を
満
た
す

こ
と
に
貢
献
し
た
の
で
す
。 

初
版
の
赤
水
図
は
、
十
八
世
紀
末
に
日
本
に
滞
在
し
、
パ
リ
で
な
く
な
っ
た

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
（
カ
ピ
タ
ン
）T

its
in

g
h

（Is
s
a
c
, 1

7
4

5
-1

8
1
2

）
も
購
入
し
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
帰
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
も
日
本
に
来
る
前
に
す
で
に
目
に
い
た
可
能

性
が
高
い
地
図
で
す
。
さ
ら
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
最
初
の
滞
日
後
に
著
し
た

N
ip

p
o

n
 (1

8
3

2
-1

8
5

2
) 

の
中
で
、
「
赤
水
図
」
を
書
店
で
自
由
に
買
え
て
、
教
養
の

あ
る
人
の
手
元
に
あ
る
、
ご
く
一
般
的
な
地
図
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
か
な
り
の
部

数
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
て
お
り
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
は
全
部
で
八
部
、
そ
の
う
ち

三
部
が
シ
ー
ボ
ル
ト･

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
属
し
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
一
部
に
は
地
名

と
国
名
に
通
し
番
号
が
つ
い
て
い
る
と
、
馬
場
章
氏
は
報
告
し
て
い
ま
す
。
同
様
に

数
字
入
り
で
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
き
入
れ
の
あ
る
「
赤
水
図
」
がB

n
F

に
も
あ
り
、

G
a
llic

a
 

にu
p

lo
a

d
 

さ
れ
て
い
る
の
で
、
見
て
み
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
調
査

旅
行
し
て
論
文
を
書
い
た
馬
場
氏
は
、
残
念
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
に
は
立
ち
寄
っ
て
お

ら
ず
、
こ
のB

n
F

の
地
図
を
見
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
のB

n
F

 

の
地
図
は
、
一

八
四
〇
年
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
、T

its
in

g
h
  

の
手
元
に
あ
っ
た
地
図
の
ひ
と
つ
で

あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
で
す1

1

。
各
国
（
藩
）
の
名
前
の
と
こ
ろ
が
黒
く
塗
ら
れ
、

そ
の
上
を
引
っ
か
く
よ
う
に
し
て
国
名
に
対
す
る
番
号
が
記
さ
れ
、
各
国
ご
と
の
地

名
に
一
番
か
ら
順
に
赤
い
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
同

じ
赤
で
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
入
れ
が
あ
り
ま
す
。
鉛
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
も
あ
り
ま
す
。 
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1 B
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F

 

の
同
僚 V

é
ro

n
iq

u
e
 B

E
R

A
N

G
E

R
 

の
調
査
に
よ
る
。
競
売
カ
タ
ロ
グL

a
n
d
re

s
s
e
, E

rn
e
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u
g
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X
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r C
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 d
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 d
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t d

e
s
 o
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 c

h
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o
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p
o
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a
n
t la
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th

è
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u
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 d

e
 fe
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. K
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p
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é
d
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 p
a
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e
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n
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a
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s
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P
a
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e
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8

3
9

. - 2
 p

a
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s
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n
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 v
o
l. in
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の
三
五
頁
、
第
一
三
三
番
の
地
図
がG

a
llic

a
 

で
見
れ
る
地
図

で
、B

n
F

 

（
の
前
身
）
は
同
じ
地
図
の
異
な
る
版
と
カ
タ
ロ
グ
に
記
さ
れ
て
い
る
次
の
第
一
三
四
番
も
購
入
し
て
い
る
。

カ
タ
ロ
グ
に
は
い
ず
れ
の
番
号
の
地
図
の
説
明
に
もT

its
in

g
h

の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
次
の
第
一
三
五
番

（B
n

F

が
所
有
し
て
い
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
）
の
地
図
に
対
し
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
るT

its
in

g
h
 

の
書
入
れ

と
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
るK

la
p

ro
th

 

の
そ
れ
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。K

la
p
ro

th
 

とT
its

in
g

h
 

の
関
係
を
考
え
る
と
、

こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
地
図
もT

its
in

g
h
 

が
最
初
、
所
蔵
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 



 

最
後
に
、
軍
事
関
係
と
分
類
し
た
地
図
の
一
つ
に
簡
単
に
触
れ
ま
す
。
約
一

メ
ー
ト
ル
２
０
セ
ン
チ
四
方
の
大
型
の
「
九
州
全
図
」[2

5
]

で
す
。
現
在
の
私
た
ち

に
は
、
普
通
の
九
州
地
図
に
み
え
る
こ
の
地
図
を
、
私
が
軍
事
関
係
の
地
図
に
分
類

す
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
発
行
が
陸
軍
省
参
謀
局
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の

地
図
は
一
九
七
七
年
ニ
月
に
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
二
ヶ
月
後
に
こ
の
地
図
を
さ

ら
に
詳
し
く
し
た
「
西
海
道
全
図
」
が
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
て1

2

、
た

と
え
ば
国
立
公
文
書
館
の
デ
ジ
タ
ル･
ア
ー
カ
イ
ブ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
、

西
南
戦
争
の
真
っ
只
中
で
す
。
戦
略
的
に
重
要
だ
っ
た
電
信
線
や
郵
便
線
路
が

（
「
西
海
道
全
図
」
で
は
赤
線
で
）
道
路
と
な
ら
ん
で
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
軍
事

的
な
目
的
で
作
成
・
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
し
ょ
う
。
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
に
と
っ

て
ほ
ほ
同
年
代
の
生
徒
や
同
僚
の
日
本
人
教
師
が
政
府
軍
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、

彼
ら
の
安
否
を
気
遣
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
彼
が
西
南
戦
争
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ

と
は
、
日
記
や
手
紙
か
ら
も
明
ら
か
で
す
が
、
実
際
私
た
ち
の
「
九
州
全
図
」
に
は
、

反
乱
軍
の
蜂
起
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
場
所
に
地
名
を
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

一
例
を
拡
大
し
て
お
見
せ
し
ま
す
。 

次
に
、
す
こ
し
毛
色
を
変
え
て
、
技
術
的
な
地
図
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は

ク
レ
ッ
ト
マ
ン
の
先
輩
で
前
任
者
に
あ
た
る
ジ
ュ
ル
ダ
ン
（Jo

u
rd

an
, C

lau
d
e G

ab
riel 

L
u
cien

 A
lb

ert, 1
8
4
0

-1
8
9

8

）
が
日
本
を
離
れ
る
際
に
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
に
渡
し
た
と
思

わ
れ
る
地
図
の
ひ
と
つ
で
す
。
彼
の
日
本
製
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
記
載
が
英
語
の
東
京(

江
戸)

湾
の
海
図[2

6
]

で
す
。
こ
の
時
期
に
欧
米
人
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
日
本
沿
岸
の
海
図
に
関
し
て
は
、
横
山
伊
徳
氏
の
詳
し
い
研
究
が
あ

                                        

   

 
1
2 

こ
の
二
つ
の
九
州
の
地
図
の
比
較
、
さ
ら
に
は
伊
能
図
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
短
い
分
析
が
清
水
靖
夫
「
近
代
で
の

伊
能
図
の
動
き
―
軍
管
区
図
」
『
伊
能
忠
敬
研
究
』
第
二
十
九
号(2

0
0
2
) 

、
十
一
‐
十
三
頁
に
あ
る
。
同
論
文
は
、

(h
ttp

://w
w

w
.in

o
p

e
d

ia
.jp

/im
g

/f_
u
s
e
rs

/r_
1
0

7
8
2

0
5

4
0
im

g
2

0
1
0
0

6
2
6

0
9
3

6
0

1
.p

d
f 

に
も
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い

る
。 

http://www.inopedia.jp/img/f_users/r_107820540img20100626093601.pdf


り
ま
す
。
こ
の
地
図
も
、
薩
摩
屋
敷
の
存
在
や
英
国
公
使
館
が
東
禅
寺
に
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
の
作
成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
議
論
の
詳
細
は

省
き
ま
す
が
、
横
山
氏
の
研
究
や
こ
う
い
っ
た
傍
証
よ
っ
て
、
こ
の
地
図
も
も
と
は

幕
末
に
英
国
海
軍
が
作
成
し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
フ
ラ
ン
ス
人
が
鉄
道
線1

3

そ
の
他

を
書
き
加
え
、
士
官
学
校
の
授
業
で
利
用
し
た
と
想
像
で
き
ま
す
。
コ
ン
パ
ス
に
よ

る
赤
い
作
図
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
砲
台
か
ら
の
大
砲
の
射
程
距
離
を
表
し
ま
す
。

数
字
は
水
深
で
す
が
、
単
位
はfa

th
o

m
 (

＝
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル) 

で
す
。
八
つ
山

と
い
う
の
は
今
も
品
川
駅
周
辺
に
地
名
が
残
る
実
際
に
あ
っ
た
小
さ
な
山
で
す
が
、

そ
こ
の
砲
台
と
思
わ
れ
る
印
が
、
さ
ら
に
南
に
は
大
き
な
要
塞1

4

と
思
わ
れ
る
図
が

書
き
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
実
際
に
こ
う
い
っ
た
施
設
を
建
設
す
る
計

画
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
軍
事
教
育
の
演
習1

5
の
一
環
と
し
て
の
、
仮
想
の
設

備
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
の
他
の
細
部
に
も
興
味
深
い
点
の
多
い
海
図
で
す

が
、
同
様
な
海
図
で
さ
ら
に
南
の
浦
賀
水
道[2

7
]

を
扱
っ
た
も
の
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

以
上
が
地
図
類
二
七
点
の
全
体
で
す
が
、
そ
こ
に
属
さ
な
い
が
ク
レ
ッ
ト
マ

ン
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
地
図
が
三
点
あ
り
ま
す
。
孫
の
ピ
エ
ー
ル

が
横
浜
開
港
資
料
館
に
寄
贈
し
た
地
図
で
す
。
こ
れ
も
ジ
ュ
ル
ダ
ン
の
名
が
記
さ
れ

て
い
な
い
も
の
、
彼
が
日
本
人
技
術
者
と
共
同
で
作
成
し
た
、
あ
る
い
は
彼
の
指
導

と
も
と
で
作
成
さ
れ
、
先
の
海
図
二
点
同
様
に
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
に
手
渡
し
た
こ
と

が
間
違
い
な
い
地
図
で
す
。
ま
っ
た
く
印
刷
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
な
い
、
手
書
き
・
手

                                        

   

 
1
3 J

o
u
rd

a
n
 

の
来
日
は
第
二
次
軍
事
顧
問
団
の
一
員
と
し
て
一
八
七
二
年
五
月
、
鉄
道
開
通
は
同
年
十
月
（
い
ず
れ
も

太
陽
暦
）
。 
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1
5

こ
の
時
期
の
陸
軍
士
官
学
校
の
一
士
官
・
生
徒
が
残
し
た
図
面
が
発
見
さ
れ
、
以
下
の
論
文
の
筆
者
に
よ
っ
て
デ
ジ

タ
ル
化
さ
て
い
る
。
唐
沢
靖
彦
「
草
創
期
の
陸
軍
士
官
学
校
に
お
け
る
技
術
教
育 : 

宮
本
照
明
中
将
資
料
」(

『
戦
い
と

弔
い
に
関
す
る
比
較
文
化
史
的
研
究 : 2

0
0

7

・2
0
0

8

年
度
学
内
提
案
公
募
型
研
究
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
盤
的
研
究
』 

北
村
稔 

編(

立
命
館
大
学 

2
0
0
9)
 

所
収)

。
そ
こ
に
は
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
に
よ
る
授
業
中
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

図
面
も
含
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
こ
の
宮
本
中
将
は
、
実
際
に
明
治
十
四
年
に
起
工
さ
れ
た
東
京
湾
富
津
岬
沖
の
第

一
海
堡
と
は
異
な
る
図
面
を
明
治
十
二
年
夏
に
作
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
唐
沢
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
授
業
の
課

題
と
し
て
の
作
図
で
あ
ろ
う
。 



塗
の
地
図
で
す
。
軍
事
的
な
要
所
の
地
図
で
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
、
『
備
後
国
御
調 

(

み
つ
き) 

郡
大
浜
村
泉
水
山
砲
台
及
大
立
場
一
千
分
之
一
図
』
を
お
見
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
広
島
県
の
向
島
と
因
島
の
間
の
布
刈
瀬
戸
と
よ
ば
れ
る
と
こ
ろ
、
現
在
は

ち
ょ
う
ど
本
州
四
国
連
絡
橋
の
尾
道
・
今
治
ル
ー
ト
が
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

砲
台
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
は
、
広
島
藩
が
幕
末
に
す
で
に
こ
こ
を
軍
事
的
な
要
所

と
定
め
て
砲
台
を
建
設
し
て
い
た
た
め
で
す
。 

 

以
上
、
あ
る
時
期
の
日
本
に
滞
在
し
た
一
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
入
手
し
た
地

図
・
地
理
関
係
の
資
料
を
、
駆
け
足
に
紹
介
し
た
だ
け
で
す
の
で
、
結
論
を
述
べ
る

の
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
様
々
な
研

究
分
野
と
関
連
し
た
、
歴
史
の
様
々
な
側
面
が
見
え
て
く
る
と
い
え
ば
、
平
凡
な
感

想
に
な
る
で
し
ょ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
地
図
がu

p
lo

a
d

 

さ
れ
る
こ
と
で
、
そ

の
研
究
が
一
般
に
推
進
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
も
、
実
感
し
ま
し
た
。 


